
 

定 例 記 者 懇 談 会 次 第 
 
令和６年１月９日(火) 午後１時15分 

牧之原市役所榛原庁舎５階 庁議室 

 

１ 開  会 

 

２ 市長説明 

◇ 新年の話題について ……… 資料なし 

◇ まきのはらｼﾞｭﾆｱｽﾞｱｸｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 
「ムーア・アロハ財団ハワイミニキャンプ」の報告について 

……… 資料１ 

 

３ 質疑応答 

 

４ 報道提供 

◇ 「子ども第三の居場所」助成決定書授与式について ……… 資料２ 

◇ 市公式 LINE アカウント「市民レポート機能」への「公園の状況 

報告」の追加について 
……… 資料３ 

◇ 牧之原市子育て支援関係者スキルアップ研修会について ……… 資料４ 

◇ 第１回 まきのはら塾発表会「まき塾フェス」について ……… 資料５ 

 

５ 懇  談 

 

６ 閉  会 

 

 

 

次回記者懇談会 令和６年１月 29 日（月）午後１時 15分～ 



       
 
 

「ムーア・アロハ財団ハワイミニキャンプ」の報告について 
                                                    
【クラブ員活動】 
１ サーフィン交流 

  ・ムーア・アロハ財団との交流     ・ジェイミーオブライエン氏との交流 

 

 

 

 

 

 

 

２ 文化体験 

・フラレッスン             ・レイづくり 

 

 

 

 

 

 

 

３ ビーチクリーン活動 

       

 

 

 

 

 

 

４ グローバルチャレンジ 

・スティーブ・ソンブレロ氏著作「What day are you?」の紹介    ・カリッサ選手からの課題 

 

 

 

 

 

 

 

５ 財団の子どもたちとの交流 

 

 

 

 

定例記者懇談会 資料№１ 

令和６年１月９日 

企画政策部 情報交流課 

0548-23-0040 





       
【政府団活動】 

１ ハワイ州知事表敬訪問 

 ジョシュ・グリーン州知事に表敬訪問し、マウイ島山火事に対するお見舞い、募金活動な

どの支援活動について会談した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ホノルル市長訪問 

 オリンピックレガシーとして、ムーア・アロハ財団との交流事業が深まり、今回の訪問に

至ったことをリック・ブランジャルディ市長に伝えた。また、本市の特産品であるお茶や静

波サーフスタジアムの紹介を行い、今後のさらなる交流促進を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 領事館訪問 

 在ホノルル日本国領事官兒玉総領事を訪問し、ホノルル市やムーア・アロハ財団との今後

の連携、人的、経済的な交流の促進について会談した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

「子ども第三の居場所」助成決定書授与式の開催について 

 

１ 概要 

 市では、ひとり親世帯や親の共働きによる孤立や孤食、発達の特性や国籍等による学習や

生活上の困難、経済的理由による機会の喪失など、課題を抱える主に学齢期の児童を支援す

るため、「子ども第三の居場所事業」を実施します。 

 実施にあたって、公益財団法人 B＆G 財団の「子ども第三の居場所」開設費助成を受ける

ことが決定しましたので、次のとおり、助成決定書授与式を開催します。 

 

２ 開催内容 

（１）日  時 令和６年１月 29日（月） 

午後４時から（30 分程度） 

（２）会 場 牧之原市役所榛原庁舎 ５階庁議室 

（３）出 席 者 市長、副市長、教育長 

B＆G 財団常務理事 他 

（４）概 要 挨拶、助成決定書授与、概要説明 

 
３ 拠点概要（案） 

（１）拠点所在地  牧之原市静波 1478-2 牧之原市榛原児童館隣接地 

（２）総事業費   57,970,000 円 ： 助成費 50,000,000 円 

     内 工事費  51,524,000 円 

       委託費等    6,446,000 円 

（３）運営主体   市 

（４）運営開始予定 令和７年４月１日 

（５）利用者登録定員 20 名以上 

（６）スタッフ   常勤２名・非常勤若干名  

（７）活動内容   ・支援が必要な児童が安心して過ご   

せる居場所の提供 

・児童の学習サポート 

・児童の基本的な生活習慣の形成支援 

・児童や家庭の状況のアセスメント 

・必要に応じて食事面サポート提供 

（８）施設面積   新設拠点部 107 ㎡(新設プレイエリア 93 ㎡、キッチンスペース、トイレ) 

（参考：既設児童館部 263 ㎡） 
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市公式 LINE アカウント「市民レポート機能」への 

「公園の状況報告」の追加について 

 

「牧之原市公式 LINE アカウント」は令和２年２月から運用を開始し、登録者数

が 25,000 人を超え（令和５年 12 月末現在）、多くの市民の皆さんに利用いただ

き、今や市政情報の発信に欠かせないツールになっています。 

令和３年２月にはリニューアルを行い、道路の破損・冠水や鳥獣の目撃情報、

道路上の動物の死骸等について、スマ－トフォンを活用して写真や位置情報等で

市に簡単に通報可能な「市民レポート機能」等を追加しました。 

今回、市民レポート機能に新たに「①遊具や備品の破損・異常状況」と「②倒

木や草木の状況」の２つを「公園の状況報告」として追加し、従来よりも的確な

情報伝達、迅速な対応実施が可能になります。 

 

１ 追加情報 

公園の状況報告（①遊具や備品の破損・異常状況 ②倒木や草木の状況） 

 

２ 運用開始日 

令和６年１月９日（火） 

 

３ 内容 

  市民がスマ－トフォンを活用し、LINE 市民レポート機能にて公園施設の状況

報告等を市に通報する 

 

４ 対象施設 

  遊具、トイレ、テーブル・ベンチ、水飲み場、植栽、照明灯、その他の公園施設 

 

５ 報告の手順 

   (1)市公式 LINE を開き、「基本メニュー」から「市民レポート」を押す。 

   (2)「公園の状況報告」から案内に沿って報告開始。 

（設問数：４問、所要時間：５分程度） 

    ①-1「遊具や備品の破損・異常状況」「倒木や草木の状況」を選択。 

    ①-2 公園遊具・備品、倒木等の状況を具体的に入力。 

    ②状況が分かる「近景写真」を撮影。 

    ③周辺の風景を含めた「遠景写真」を撮影。 

    ④撮影した公園の位置情報を送信。 

 

６ 市内の公園概要 

  ・公園、ポケットパーク等の箇所数  約 40 箇所 

（うち遊具あり 14 箇所、トイレあり 21 箇所） 

  ・合計面積  約 45.7ha 

 

７ 公園担当部署 

建設部公園公共建築課 公園緑化係（電話：0548-53-2629） 
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【参考：報告画面】 

 

 

 



 
 

 

牧之原市子育て支援関係者スキルアップ研修会の開催について 

 

１ 経 緯 

市では、他者や自分の体を大切にできること、若い世代が将来の妊娠・出産

を意識した健康づくり（プレコンセプションケア）や、ライフデザインに関す

る正しい知識を持つことを目的に、思春期事業を実施している。 

今後は、人権教育を基盤に、人間関係を含む幅広い内容や、性に関する自己

決定の大切さ、妊娠の経過についての正確な知識等を、低年齢から段階に応じ

て継続的に伝える「包括的性教育」を推進していくことを目標としている。 

 

２ 目 的 

  市において、「包括的性教育」を推進していくために、支援者が共通の知識

をもつことが望まれる。性教育に関する具体的な実践について理解を深め、子

どもたちやその保護者に対してより効果的な支援を行えるようになるための

知識等を得る機会を提供する。 

 

３ 開催日時 

  令和６年１月 26 日（金） 午後２時から午後４時まで 

               ※講師の講話は午後２時 20 分から（予定） 

 

４ 会 場 

  牧之原市総合健康福祉センター さざんか １階ふれあいホール 

  

５ 内 容  

  講話「思春期の性教育の実践」 

講師 カレッジまどか 國分 聡子 氏 

 

６ 対 象 

  牧之原市要保護児童対策協議会（乳幼児部会）メンバー 

  牧之原市思春期検討会メンバー 

  牧之原市内保育園・幼稚園・こども園教諭 

  牧之原市職員（乳幼児期・思春期に係る課職員） 

  その他児童生徒の性教育等に携わる者 
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第１回 まきのはら塾発表会「まき塾フェス」について 

 

旧町で活発に実施していた２つの教室（田沼塾、はりはら塾）が１つになり今

年度からスタートした、「まきのはら塾」について、第一回発表会を以下のとおり

実施します。発表会に「にぎやかにお祭りしよう！」のテーマを持たせ、「まきの

はらフェス」として賑やかに開催を計画しています。 

 
～まきのはら塾とは～ 
市の教育大綱における基本理念である「こころざしを持ち 夢ある人づくり」

と掲げています。その中で生涯学習については、「自主的、自立的な生涯学習活動

を活発化させ、暮らしの中に生きがいと豊かさを育みます」としています。この

考え方を基に、学びあえる文化をつくるため、学び輝く人づくり、まちづくりを

目指し、「まきのはら塾」が生まれました。 
令和５年度の募集 264 講座中、開催講座 217 講座を市内で実施しています。 

 

 

１ 開催日 

令和６年２月３日（土）～４日（日） 

 

２ 会場 

相良総合センター「い～ら」 

 

３ 開催方法 

実行委員会による企画・運営のもと開催する。 

 

４ スケジュール 

  ①２月３日（土）開催時間 午前 10 時～午後４時 

   ⑴舞台（複音ハーモニカ・大正琴・フルートアンサンブルなど） 

⑵展示（歴史・考古学・英語で映画・ちぎり絵・焼き物など） 

   ⑶体験（木工 DIY・手織り・プログラミング・茶道・書道など） 

 

  ②２月４日（日）開催時間 午前 10 時～午後３時 

   ⑴舞台（子ども舞踊・太極拳・クラッシックバレエなど) 

⑵展示（ソーイング・生け花・書道・シャドーボックス・水墨画など） 

   ⑶体験（１本針編み物・茶道・煎茶・パステルアートなど） 

 

５ 入場料 

無料 

 

６ 主催 

まきのはら塾発表会実行委員会 

 

７ その他 

  各舞台・展示・体験講座の講座名は、別添チラシをご覧ください。 
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